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自転車は、幅広い世代が利用することができる身近な交通手段であるが、全国的に自転

車関連事故の発生件数は増加傾向にあり、自転車乗車中の死亡・重傷事故のうち、

約75％には自転車側にも法令違反があります。
このような情勢から自転車交通事故と被害に遭われる方を減らすために、交通違反の指

導取締りに青切符を導入し「自転車関連事故の抑止」を図ることを目的とするために導入

されました。

令和７年９月に警察庁が公表した”自転車ルールブック”には、自転車の指導取締りの基

本的な考えが示されています。

● 警察が自転車の交通違反を認知した場合、基本的には現場で指導警告を実施します。

● ただし、違反自体（①②）、違反態様自体（③④⑤）が”悪質・危険な違反”である

ときは検挙対象となります。

警察庁ホームページ

「自転車ルールブック」

①③は刑事手続き ②④⑤は青切符の手続き

その行為（違反）を行えば
危険を生じさせたり

指導警告に従わなければ

と


